
ごあいさつ

取締役頭取

　皆さまには、日頃より大光銀行グループをお引き立ていただきまし
て、誠にありがとうございます。
　皆さまの大光銀行グループに対するご理解をより深めていただけま
すよう、本年も「大光銀行ディスクロージャー誌」を作成いたしまし
たので、ご案内申し上げます。本誌では、経営方針や最近の業績、将
来に向けたビジョン、各種業務のご案内や取組み施策など幅広い項目
について、できるだけ具体的にわかりやすくご紹介させていただいて
おりますので、ご一読いただければ幸いに存じます。
　さて、地域金融機関を取り巻く環境を展望しますと、少子高齢化に
伴う人口減少により地域社会・経済の縮小が懸念されているほか、他
業態からの銀行業務への参入などにより、競合がますます激化するこ
とが予想されております。また、フィンテックに代表される金融とIT
の融合は加速度的に進展しており、金融サービスのIT化に対する機動
的かつ適切な対応は、金融機関の重要な経営課題のひとつとなってお
ります。加えて、新潟県内においては営業基盤を同じくする地方銀行2
行が経営統合を発表しており、当行も含め新潟県内の金融機関を取り
巻く経営環境は、今後、大きな変化が予想されております。
　こうした諸課題に適切に対処すべく、当行は、第10次中期経営計画
「Change～だから、変わる。～」に基づいて徹底的に地域に密着する姿
勢を貫き、お取引先企業の事業内容や成長可能性等を適切に評価し金
融面からサポートすることで、お取引先企業の競争力や生産性の向上、
地域経済の持続的成長および地方創生に積極的に貢献してまいります。
そのうえで、当行自身の収益力の強化と営業基盤の拡充を図り、地域
になくてはならない銀行としての確固たる地位を築き上げてまいりま
す。
　皆さまにおかれましては、引き続き倍旧のご支援、ご愛顧を賜りま
すよう、心よりお願い申し上げます。
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